【様式３】①
低炭素価値向上に向けた二酸化炭素排出抑制対策事業に要する経費内訳
（上水道システムにおける再エネ・省エネ等導入促進事業）
	所要経費
	(1)総事業費
	(2)寄付金その他の収入


	(3)差引額

(1)－(2)
	(4)補助対象経費支出予定額

	
	円
	円
	円
	円

	
	(5)基準額
	(6)選定額

(4)と(5)を比較して少ない方の額
	(7)補助基本額
(3)と(6)を比較して少ない方の額
	(8)補助金所要額
(7)×1/2

	
	円
	円
	円
	円

	補助対象経費支出予定額内訳

	経費区分・費目
	金　　額
	積　　算　　内　　訳

	（記載例）

工事費

本工事費

材料費

・

・

付帯工事費

・

・

機械器具費

事務費

共済費

賃金

・

・
	○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○


	材料名　（数量）×（単価）＝金額

・

・

	合　　計
	円
	

	購入予定の主な財産の内訳（一品、一組又は一式の価格が５０万円以上のもの）

	名　　称
	仕様
	数量
	単　価
	金　額
	購入予定時期

	
	
	
	
	
	


注１　基準額は、【様式２】②の基準額内訳により算出した額を記入する。

注２　本内訳に、見積書又は計算書等を添付する。
【様式３】②
低炭素価値向上に向けた二酸化炭素排出抑制対策事業に要する経費内訳
（上水道システムにおける再エネ・省エネ等導入促進事業）
	基準額内訳

	１対象施設・設備
	２基準額の算定方法
	３基準額の算定内容
	４基準額

	ａ再生可能エネルギー施設･設備
	
	
	

	
	小水力発電
	補助対象経費の合計
	
	円

	
	その他
	補助対象経費の合計
	
	円

	ｂ省エネルギー施設･設備
	
	
	円

	
	インバータ設備
	補助対象経費の合計
	
	円

	
	高効率モータ
	（モータ本体価格の30％）×２
	
	円

	
	高効率ポンプ
	（ポンプ本体価格の20％）×２
	
	円

	
	水運用システム
	
	
	円

	
	インライン浄水処理施設
	（年間水量×有効活用圧力×0.04円×施設耐用年数）×２
	
	円

	
	インラインポンプ
	（年間水量×有効活用圧力×0.04円×設備耐用年数）×２
	
	円

	
	省エネ型排水処理装置
	補助対象経費の合計
	
	円

	
	その他省エネルギー設備
	補助対象経費の合計
	
	円

	合　　　計
	
	
	円


注　高効率モータ、高効率ポンプ、インライン浄水処理施設及びインラインポンプについては、「基準額の算定内容」に「基準額の算定方法」に基づく算定内容を記入し、その根拠資料を添付する。
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